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(57)【要約】
【課題】工具などを用いずに容易にスクリーンの取り外
しを行い、スクリーンの洗浄作業や交換作業が容易で、
スクリーンの洗浄をより確実に行う。
【解決手段】　ストレーナ１０は、液体流路を有するボ
ディー部２０と、キャップ部３０と、液体中の異物を除
去するスクリーン５０とを備える。ボディー部２０は、
周面の一部に被係合部としての段差部２１ｋが形成され
ている。キャップ部３０は、断面略筒状で、ボディー部
２０に装着可能であって、回転させて爪部３２を段差部
２１ｋに係合させるとボディー部２０からの離脱が防止
される。また、回転させて爪部３２と段差部２１ｋの係
合を解除させるとボディー部２０から離脱可能となる。
ボディー部２０とキャップ部３０との間にスクリーン５
０が支持され、キャップ部３０をボディー部２０に着脱
させることにより、スクリーン５０を取り外し可能であ
る。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体流路を有するボディー部と、液体中の異物を除去するスクリーンとを備えたストレ
ーナであって、
　前記ボディー部は、周面の一部に被係合部が形成されており、
　断面略筒状で、前記ボディー部に装着可能であって、係合部を前記被係合部に係合させ
ると前記ボディー部からの離脱が防止され、前記係合部と被係合部の係合を解除させると
前記ボディー部から離脱可能となるキャップ部を有し、
　前記ボディー部とキャップ部との間に前記スクリーンが支持され、前記キャップ部を前
記ボディー部に着脱させることにより、前記スクリーンを取り外し可能であることを特徴
とするストレーナ。
【請求項２】
　前記ボディー部は、周面の一部に前記被係合部となる段差部が形成されており、
　前記キャップ部の係合部は、その端縁に内方に突出するように形成された爪部からなり
、
　前記キャップ部の爪部を、前記ボディー部の段差部を除く円弧部に対応する位置に合わ
せると、前記ボディー部に対する前記キャップ部の着脱操作が可能となり、前記円弧部に
対応する位置から前記段差部に対応する位置まで所定角度回転させると、前記爪部が前記
段差部に係合して係合状態となる構成である請求項１記載のストレーナ。
【請求項３】
　前記ボディー部の周面の一部に平坦面が形成されており、この平坦面と、この平坦面に
隣接する前記キャップが装着されている側の円弧部とにより、前記段差部が形成されてい
る請求項１又は２記載のストレーナ。
【請求項４】
　前記ボディー部の液体流路に逆止弁機構が設けられている請求項１、２又は３記載のス
トレーナ。
【請求項５】
　前記ボディー部は、
　前記液体流路を構成する貫通部が形成されている共に、一端に前記キャップ部が連結さ
れ、他端側に突出する連結用の連結用外側筒部を有する第１ボディー部と、
　一端側に突出し、前記連結用外側筒部内に挿入されて前記第１ボディー部の貫通部と連
通する液体流路を有する連結用内側筒部を備えた第２ボディー部と
を有してなり、
　前記第１ボディー部の連結用外側筒部内の内底面に、貫通部を有すると共に、周縁にフ
ランジ部を有する合成樹脂又はゴムから形成された、前記逆止弁機構の弁を受けるための
弁座部材が配設され、
　前記弁座部材のフランジ部が、前記第２ボディー部の連結用内側筒部の内径よりも大き
な外径で形成され、前記第２ボディー部の連結用内側筒部の端面が、前記第１ボディー部
の連結用外側筒部内に挿入された際に、前記フランジ部に当接し得る長さ関係で形成され
、
　前記第１ボディー部の連結用外側筒部内に、前記第２ボディー部の連結用内側筒部を挿
入して両者を連結すると、前記連結用内側筒部の端面が、前記フランジ部を押圧し、前記
第１ボディー部の連結用外側筒部と前記第２ボディー部の連結用内側筒部との間隙がシー
ルされる構造である請求項４記載のストレーナ。
【請求項６】
　前記弁座部材の貫通部は、前記第２ボディー部寄りの端部の口径が大きくなるテーパ状
に形成されたテーパ状部を有し、前記逆止弁機構を構成する弁が、前記第２ボディー部の
連結用内側筒部内に設けられたコイルスプリングに支持され、前記テーパ状部に当接可能
なボール部材から形成されている請求項５記載のストレーナ。
【請求項７】
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　前記第１ボディー部の連結用外側筒部の内面と、前記第２ボディー部の連結用内側筒部
の外面に、それぞれねじ部形成され、両者を螺合して連結可能に設けられている請求項５
又は６記載のストレーナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体の流路となる配管経路に介在されたり、ろ過器などの各種機器に付設さ
れたりして用いられる液体中の塵芥を捕集するストレーナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ストレーナは、例えば、特許文献１に示したように給水系の流路へ装着するために、ね
じ嵌め式のフィルタ（スクリーン）を備え、前記フィルタを前記流路へ脱着するための頭
部を有している。前記頭部を外すことによって、頭部と一体構造であるフィルタを取り外
し、清掃可能としている。なお、前記頭部はレンチ等の工具に対応できる六角形のボルト
形状になっている。さらに、前記頭部の外端面に溝が設けられており、前記溝に係合させ
るコインやドライバーによっても脱着できる構成である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１６８４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に示されたストレーナは、前述したようにフィルタ（スクリーン）が一体に
なっている頭部を外すことによって、フィルタを取り外し、清掃可能としたことを特徴と
している。しかし、頭部を外すにはレンチやドライバーなどの工具、あるいは、コインが
必要であり、それらがなければ簡単に取り外したりすることはできない。また、円筒形の
フィルタが頭部と一体になっているため、フィルタの両面から通水して洗浄することが困
難で、目詰まりした塵芥の除去を行いにくい。
【０００５】
　また、ストレーナには、液体の逆流を防止するため、逆止弁機構を一体的に設けたもの
もある。逆止弁機構を一体に設けた場合、各部材間には液体のシール部材を設けたりする
必要があり、それなりに複雑な構造となる。しかし、部品点数を少しでも減らして構造を
簡素化し、低コスト化することが望ましいことはもとよりであり、それにより、ストレー
ナの小型化にも寄与できる。
【０００６】
　本発明は上記に鑑みなされたものであり、工具などが手元にない場合でも容易にスクリ
ーンの取り外しを行うことができ、スクリーンの洗浄作業や交換作業が容易であり、また
、スクリーンの洗浄をより確実に行うことができるストレーナを提供することを課題とす
る。また、逆止弁機構を一体的に設けた構造とする場合には、上記の課題に加え、さらに
、部品点数をより少なくし、小型化に適したストレーナを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明のストレーナは、液体流路を有するボディー部と、液
体中の異物を除去するスクリーンとを備えたストレーナであって、前記ボディー部は、周
面の一部に被係合部が形成されており、断面略筒状で、前記ボディー部に装着可能であっ
て、係合部を前記被係合部に係合させると前記ボディー部からの離脱が防止され、前記係
合部と被係合部の係合を解除させると前記ボディー部から離脱可能となるキャップ部を有
し、前記ボディー部とキャップ部との間に前記スクリーンが支持され、前記キャップ部を
前記ボディー部に着脱させることにより、前記スクリーンを取り外し可能であることを特
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徴とする。
【０００８】
　前記ボディー部は、周面の一部に前記被係合部となる段差部が形成されており、前記キ
ャップ部の係合部は、その端縁に内方に突出するように形成された爪部からなり、前記キ
ャップ部の爪部を、前記ボディー部の段差部を除く円弧部に対応する位置に合わせると、
前記ボディー部に対する前記キャップ部の着脱操作が可能となり、前記円弧部に対応する
位置から前記段差部に対応する位置まで所定角度回転させると、前記爪部が前記段差部に
係合して係合状態となる構成であることが好ましい。前記ボディー部の周面の一部に平坦
面が形成されており、この平坦面と、この平坦面に隣接する前記キャップが装着されてい
る側の円弧部とにより、前記段差部が形成されていることが好ましい。
【０００９】
　前記ボディー部の液体流路に逆止弁機構が設けられていることが好ましい。特に、前記
ボディー部は、前記液体流路を構成する貫通部が形成されている共に、一端に前記キャッ
プ部が連結され、他端側に突出する連結用の連結用外側筒部を有する第１ボディー部と、
一端側に突出し、前記連結用外側筒部内に挿入されて前記第１ボディー部の貫通部と連通
する液体流路を有する連結用内側筒部を備えた第２ボディー部とを有してなり、前記第１
ボディー部の連結用外側筒部内の内底面に、貫通部を有すると共に、周縁にフランジ部を
有する合成樹脂又はゴムから形成された、前記逆止弁機構の弁を受けるための弁座部材が
配設され、前記弁座部材のフランジ部が、前記第２ボディー部の連結用内側筒部の内径よ
りも大きな外径で形成され、前記第２ボディー部の連結用内側筒部の端面が、前記第１ボ
ディー部の連結用外側筒部内に挿入された際に、前記フランジ部に当接し得る長さ関係で
形成され、前記第１ボディー部の連結用外側筒部内に、前記第２ボディー部の連結用内側
筒部を挿入して両者を連結すると、前記連結用内側筒部の端面が、前記フランジ部を押圧
し、前記第１ボディー部の連結用外側筒部と前記第２ボディー部の連結用内側筒部との間
隙がシールされる構造であることが好ましい。
【００１０】
　前記弁座部材の貫通部は、前記第２ボディー部寄りの端部の口径が大きくなるテーパ状
に形成されたテーパ状部を有し、前記逆止弁機構を構成する弁が、前記第２ボディー部の
連結用内側筒部内に設けられたコイルスプリングに支持され、前記テーパ状部に当接可能
なボール部材から形成されていることが好ましい。前記第１ボディー部の連結用外側筒部
の内面と、前記第２ボディー部の連結用内側筒部の外面に、それぞれねじ部形成され、両
者を螺合して連結可能に設けられていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ボディー部が被係合部を有し、キャップ部を回転させ、その係合部を
被係合部に対応させれば、ボディー部から離脱できないように固定できる。両者の係合を
解除するように回転させれば、キャップ部をボディー部から着脱できる構造である。そし
て、スクリーンは、キャップ部とボディー部との間に配設されている。従って、レンチや
ドライバー等の工具を用いることなく、キャップ部を手指で回転させれば容易に取り外し
することが可能である。また、キャップ部はスクリーンとは一体になっていないため、キ
ャップ部をボディー部から取り外せば、スクリーンも簡単に取り外すことができ、交換作
業や洗浄作業が容易である。しかも、スクリーンを単独で取り扱うことができるため、表
裏面のいずれ側からも通水でき、洗浄をより確実に行うことができる。
【００１２】
　また、ボディー部を、互いに着脱可能に設けた第１ボディー部と第２ボディー部で構成
し、第１ボディー部と第２ボディー部との間に、柔軟な素材からなるフランジ部を有する
弁座部材を設けて逆止弁機構を構成することが好ましい。これにより、第１ボディー部と
第２ボディー部とを連結した際に、逆止弁機構に必要な弁座部材が第１ボディー部と第２
ボディー部との間のシールとして機能させることができるため、逆止弁機構をより簡易な
構造とすることができ、低コスト化を図ることができると共に、小型化（細径化）にも適
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している。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の一の実施形態に係るストレーナの外観を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１のストレーナの断面図である。
【図３】図３は第１ボディー部の構成を示した図であり、（ａ）は端面図、（ｂ）は（ａ
）の上方から視た平面図、（ｃ）は（ａ）のＩＩＩＣ－ＩＩＩＣ線断面図、（ｄ）は斜視
図である。
【図４】図４は第２ボディー部の構成を示した図であり、（ａ）は端面図、（ｂ）は（ａ
）の上方から視た平面図、（ｃ）は（ａ）のＩＶＣ－ＩＶＣ線断面図、（ｄ）は斜視図で
ある。
【図５】図５はキャップ部の構成を示した図であり、（ａ）は一端側の端面図、（ｂ）は
（ａ）の上方から視た平面図、（ｃ）は（ａ）のＶＣ－ＶＣ線断面図、（ｄ）は他端側の
端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面に示した実施形態に基づき本発明をさらに詳細に説明する。本実施形態のス
トレーナ１０は、例えば、牧牛に給餌をする際に、牧牛に水やビタミンを供給する配管経
路などに配設され、この配管経路を流通する液体に混入した塵芥を捕集するために使用さ
れる。
【００１５】
　本実施形態のストレーナ１０は、図１に示すようにボディー部２０、キャップ部３０及
びスクリーン５０を有して構成される。ボディー部２０及びキャップ部３０は液体流路を
有しており、スクリーン５０はボディー部２０とキャップ部３０との間に装着される。前
記スクリーン５０は、キャップ部３０をボディー部２０に着脱させることによって、取り
外し可能に構成される。液体流路を流れる液体中の塵芥などの異物は、スクリーン５０に
よって捕集される。
【００１６】
　ボディー部２０は、図２に示すように第１ボディー部２１と第２ボディー部２２とを有
しており、前記第１ボディー部２１と前記第２ボディー部２２が互いに着脱可能な構成と
なっている。
【００１７】
　第１ボディー部２１は、図３（ａ），（ｃ）に示すように、キャップ部３０が装着され
るキャップ装着部２１ｇと、第２ボディー部２２と連結される連結用外側筒部２１ａとを
有する略筒状に形成されている。キャップ装着部２１ｇは、その内部に、図２及び図３（
ｃ）の左側の開口端寄りほど径が大きくなるテーパ状の貫通部２１ｂが形成されるような
内壁部２１ｈが設けられている。テーパ状の貫通部２１ｂの開口端側には、塵芥などの異
物を捕集するスクリーン５０が設けられる。なお、連結用外側筒部２１ａの内面には後述
の第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａの外面に形成したねじ部２２ｃに螺合する
ねじ部２１ｆが形成されている。
【００１８】
　さらに、第１ボディー部２１の周面の一部には、図３（ｄ）に示すように前記キャップ
部３０に設けた係合部に係合する被係合部としての段差部２１ｋが形成されているが、こ
の段差部２１ｋの詳細な構成についてはキャップ部３０の説明と共に後述する。
【００１９】
　第２ボディー部２２は、図２及び図４（ｃ）に示すように第１ボディー部２１の連結用
外側筒部２１ａ内に挿入される連結用内側筒部２２ａを有する。第２ボディー部２２の内
部には軸方向に沿って貫通された液体流路２２ｂが形成されており、両者を連結するとこ
の液体流路２２ｂが第１ボディー部２１の貫通部２１ｂに連通する。連結用内側筒部２２
ａの外面には、上記したようにねじ部２２ｃが形成され、第１ボディー部２１の連結用外
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側筒部２１ａの内面のねじ部２１ｆと螺合して連結される。
【００２０】
　また、図２に示すように、液体流路２２ｂの中で、第２ボディー部２２の連結用内側筒
部２２ａを第１ボディー部２１の連結用外側筒部２１ａ内に挿入した際に、第１ボディー
部２１と第２ボディー部２２の間に位置する部分に逆止弁機構４０が設けられる。
【００２１】
　逆止弁機構４０は、弁座部材４１、ボール部材４２及びコイルスプリング４３を有して
構成される。第２ボディー部２２内に形成された液体流路２２ｂは、液体流路２２ｂのう
ち、第１ボディー部２１の貫通部２１ｂ寄りの部位が大径で、その反対側の部位が小径と
なっており、中途に段差部２２ｄが形成されている。この段差部２２ｄにコイルスプリン
グ４３の一端が支持され、コイルスプリング４３の他端側（第１ボディー部２１の貫通部
２１ｂ側）に弁として機能するボール部材４２が支持されている。
【００２２】
　弁座部材４１は、合成樹脂又はゴムから形成された筒状体からなり、第１ボディー部２
１のキャップ装着部２１ｇの内壁部２１ｈの壁面（内底面）に一端面が当接するように設
けられる。より具体的には、内壁部２１ｈ寄りには、外方に突出するフランジ部４１ｂが
形成されており、このフランジ部４１ｂが内壁部２１ｈに当接して配設される。フランジ
部４１ｂは、第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａの内径よりも大きな外径で形成
される。また、第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａは、その端面が、第１ボディ
ー部２１の連結用外側筒部２１ａ内に挿入された際に、フランジ部４１ｂに当接し得る長
さ関係で形成される。
【００２３】
　これにより、第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａを第１ボディー部２１の連結
用外側筒部２１ａ内に挿入して両者を螺合連結すると、連結用内側筒部２２ａの先端面が
、弁座部材４１のフランジ部４１ｂを押圧する。フランジ部４１ｂは合成樹脂又はゴムか
ら形成されているため、この押圧力により、外方に膨出するように僅かに変形し、第１ボ
ディー部２１の連結用外側筒部２１ａと第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａとの
間隙をシールするシール部材として機能する。従って、本実施形態によれば、逆止弁機構
４０を備えた構成とするに当たって、第１ボディー部２１と第２ボディー部２２との間に
、間隙をシールするシール部材を別途に配設する必要がなく、部品点数の低減、コストの
低減に寄与する。また、部品点数が少なくなり、構造が簡素化されるため、小型化（細径
化）に適しており、本実施形態によれば、第１ボディー部２１、第２ボディー部２２の外
径で十数ｍｍ以下のものを容易に提供できる。
【００２４】
　弁座部材４１には軸方向に貫通し、液体流路となる貫通部４１ａが形成されている。弁
座部材４１は、この貫通部４１ａが、フランジ部４１ｂを第１ボディー部２１の内壁部２
１ｈに当接した際に、第１ボディー部２１の貫通部２１ｂと連通するように配設される。
貫通部４１ａにおいて、第２ボディー部２２寄りの端部は、図２に示したように、その口
径が次第に大きくなるテーパ状に形成されており、このテーパ状部４１ｃに、ボール部材
４２がコイルスプリング４３の付勢力によって当接可能となっている。
【００２５】
　キャップ部３０は、図５（ｃ）に示すように、底部に液体流路となる貫通部３１が形成
された、有底の断面略筒状に形成され、ボディー部２０のうちの第１ボディー部２１に装
着可能になっている。キャップ部３０における貫通部３１とその軸方向反対側の筒部の端
縁には、第１ボディー部２１の周面の一部に設けた被係合部に係合する係合部としての爪
部３２が設けられている。本実施形態では、キャップ部３０を構成する筒部の端縁におい
て、１８０度対向する位置の２箇所に爪部３２が形成されている。これにより、キャップ
部３０の筒部を第１ボディー部２１のキャップ装着部２１ｇの周囲に嵌め合わせ、キャッ
プ部３０を回転させて爪部３２を第１ボディー部２１の被係合部に係合させると、ボディ
ー部２０からの離脱が防止されるように装着される。その逆に、キャップ部３０を回転さ
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せて爪部３２と被係合部の係合を解除させると、第１ボディー部２１から離脱可能となる
。
【００２６】
　ここで、キャップ部３０の係合部である爪部３２が係合する被係合部は、第１ボディー
部２１のキャップ装着部２１ｇにおいて、その周面の一部に形成された段差部２１ｋから
なる。段差部２１ｋは、円筒状のキャップ装着部２１ｇの周面の一部（キャップ装着部２
１ｇにおいて、連結用外側筒部２１ａ寄りの周面の一部）に平坦面２１ｄを形成すること
によって、相対的に、該平坦面２１ｄに隣接する側の円弧部２１ｃが突出することにより
形成される。段差部２１ｋ及び平坦面２１ｄは、係合部である爪部３２と同様に、本実施
形態では１８０度対称に２箇所に設けられている。なお、このように平坦面２１ｄを形成
すると、爪部３２が段差部２１ｋに係合した状態から係合を解除するために回転させよう
としたときに、爪部３２の側部が平坦面２１ｄに接するため所定の抵抗が生じる。これに
より、所定以上の力を付与しないと係合が解除されないため、係合状態を確実に保持する
のに役立つ。
【００２７】
　また、キャップ部３０の円筒中心から爪部３２までの半径方向の距離が、第１ボディー
部２１の段差部２１ｋに隣接する円弧部２１ｃが形成されている部位の半径よりも若干小
さく形成される。そのため、キャップ３０をキャップ装着部２１ｇの周面に嵌め合わせて
いく際に、まず、爪部３２を、キャップ装着部２１ｇの段差部２１ｋが形成されていない
位置の円弧部２１ｅに対応するように位置合わせし、所定長さ挿入したならば、円周方向
に回転させ、爪部３２を平坦面２１ｄに対応させるようにする。それにより、爪部３２が
段差部２１ｋに引っ掛かり、軸方向に引っ張っても抜けないようになる。キャップ３０を
取り外す際には、キャップ装着部２１ｇに対して回転させ、爪部３２が平坦面２１ｄに対
応している範囲から円弧部２１ｅ上に至るまで移動させ、その後、軸方向に引き抜くこと
で取り外しが可能となる。
【００２８】
　以上のことから、キャップ部３０を回転させ、その爪部３２（係合部）を第１ボディー
部２１の段差部（被係合部）２１ｋに対応させれば、第１ボディー部２１から軸方向に引
っ張っても離脱できないように固定できる。両者の係合を解除するように回転させれば、
キャップ部３０を第１ボディー部２１から着脱できる。そして、スクリーン５０は、キャ
ップ部３０と第１ボディー部２１との間に配設されている。従って、レンチやドライバー
等の工具を用いることなく、キャップ部３０を手指で回転させれば容易に取り外しするこ
とが可能である。但し、上記のように、平坦部２１ｄから爪部３２を離脱さえて円弧部２
１ｅ上に位置させるには回転方向に所定以上の力が必要となるため、通常使用時において
キャップ部３０が容易に抜けてしまうことはない。
【００２９】
　また、キャップ部３０はスクリーン５０とは一体になっていないため、キャップ部３０
を第１ボディー部２１から取り外せば、スクリーン５０も簡単に取り外すことができ、交
換作業や洗浄作業が容易である。しかも、スクリーン５０を単独で取り扱うことができる
ため、表裏面のいずれ側からも通水でき、洗浄をより確実に行うことができる。
【００３０】
　また、本実施形態のストレーナ１０は、第１ボディー部２１と第２ボディー部２２との
間の液体流路中に、逆止弁機構４０を構成する弁座部材４１、ボール部材４２及びコイル
スプリング４３を配設し、第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａを第１ボディー部
２１の連結用外側筒部２１ａ内に挿入して、第１ボディー部２１の連結用外側筒部２１ａ
の内面のねじ部２１ｆと、第２ボディー部２２連結用内側筒部２２ａの外面のねじ部２２
ｃとを螺合して連結する構成である。
【００３１】
　これにより、第２ボディー部２２の連結用内側筒部２２ａの端面が、合成樹脂又はゴム
からなる弁座部材４１のフランジ部４１ｂに当接して第１ボディー部２１の連結用外側筒
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部２１ａ内の内壁部２１ｈに押圧する。その結果、フランジ部４１ｂが外方に僅かに膨出
し、第１ボディー部２１の連結用外側筒部２１ａと第２ボディー部２２の連結用内側筒部
２２ａとの間隙が別途のシール部材を要することなくシールされる。
【００３２】
　本実施形態のストレーナ１０は、例えば、牧牛に給餌をする際に、牧牛に水やビタミン
を供給する配管経路に、キャップ部３０の貫通部３１側から液体が流入し、第２ボディー
部２２の液体流路２２ｂ側から流出するように配設される。キャップ部３０の貫通部３１
から流入する液体は、スクリーン５０を通過する際に塵芥等が捕集される。次いで、第１
ボディー部２０内の液体流路である貫通部２１ｂを通過し、さらに、逆止弁機構４０を構
成する弁座部材４１の貫通部４１ｂを通過して、第２ボディー部２２の液体流路２２ｂ内
に流入しようとする。このとき、液体は、ボール部材４２をコイルスプリング４３が収縮
する方向に押圧するため、ボール部材４２と弁座部材４１のテーパ状部４１ｃとの間には
隙間が生じ、その隙間を通じて第２ボディー部２２の液体流路２２ｂに流入し、さらにこ
の液体流路２２ｂを経てストレーナ１０から流出し、牧牛に供給される。逆止弁機構４０
を有するため、液体が逆流しようとしても、ボール部材４２が弁座部材４１のテーパ状部
４１ｃに圧接されるため、第１ボディー部２１の貫通部２１ｂ側への逆流が防止される。
【００３３】
　所定期間使用し、スクリーン５０に塵芥が溜まった場合には、上記のようにキャップ部
３０を回転させ、その爪部３２（係合部）を第１ボディー部２１の段差部（被係合部）２
１ｋに対応した係合位置からずらせば、キャップ部３０を第１ボディー部２１から容易に
取り外すことができる。その後は、スクリーン５０を取り外して洗浄し、あるいは交換し
、再度スクリーン５０及びキャップ部３０を装着して使用する。
【符号の説明】
【００３４】
１０　ストレーナ
２０　ボディー部
２１　第１ボディー部
２１ａ　連結用外側筒部
２１ｂ　貫通部
２１ｄ　平坦面
２１ｅ　円弧部
２１ｆ　ねじ部
２１ｇ　キャップ装着部
２１ｋ　段差部（被係合部）
２２　第２ボディー部
２２ａ　連結用内側筒部
２２ｂ　液体流路
２２ｃ　ねじ部
３０　キャップ部
３１　貫通部
３２　爪部（係合部）
４０　逆止弁機構
４１　弁座部材
４１ａ　貫通部
４１ｂ　フランジ部
４２　ボール部材（弁）
４３　コイルスプリング
５０　スクリーン
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